


最
初
の
洋
式
灯
台

日
本
で
洋
式
灯
台
の
建
設
が

計
画
さ
れ
た
際
、そ
の
「
最
初
の

灯
台
」８
基
の
う
ち
、２
基
は
和

歌
山
の
灯
台
だ
っ
た
。潮し

お
の
み
さ
き岬

灯
台

と
、樫か

し

野の

埼ざ
き

灯
台
（
紀
伊
大
島
）だ
。

計
画
は
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）

の
条
約
に
記
さ
れ
、翌
年
に
結
ん

だ
別
の
条
約
で
は
、紀
伊
水
道
の

友と
も

ヶが

島し
ま

灯
台
が
加
え
ら
れ
た
。

そ
れ
だ
け
多
く
の
船
舶
が
航

行
す
る
要
衝
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。そ
の
た
め
、県
内
の
灯
台

の
周
辺
に
は
、歴
史
を
伝
え
る
碑

や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
建
っ
て
い
る

場
合
が
多
い
。そ
の
な
か
で
最
大

の
も
の
は
、や
は
り
エ
ル
ト
ゥ
ー

ル
ル
号
の
遭
難
事
件
だ
ろ
う
。

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
件

オ
ス
マ
ン
帝
国
（
現
在
の

ト
ル
コ
共
和
国
）の
軍
艦
エ
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
は
明
治
23
年

（
１
８
９
０
）、日
本
か
ら
の
帰
途
、

樫
野
埼
東
方
の
岩
礁
に
激
突
し
、

座
礁
。乗
組
員
５
８
０
人
以
上
が

紀州は海の国。母なる黒潮は県民に多くの恵みを与え、時には激しく牙を

むいてきた。県内各地の灯台は、そんな海の暮らしや事件を見守り続け

る守護神だ。灯台の数だけ海のドラマがある。いざ、岬の先端へ。灯台め

ぐりの旅に出かけよう。

～
い
ざ
、岬
の
先
端
へ
～

灯
台
が
見
守
る

海
上
の
絆

友ヶ島灯台

紀伊日ノ御埼灯台

潮岬灯台

樫野埼灯台

梶取埼灯台

和歌山県

友ヶ島灯台

紀伊日ノ御埼灯台

潮岬灯台

樫野埼灯台

梶取埼灯台

和歌山県

～
い
ざ
、岬
の
先
端
へ
～

灯
台
が
見
守
る

海
上
の
絆

紀州は海の国。母なる黒潮は県民に多くの恵みを与え、時には激しく牙を

むいてきた。県内各地の灯台は、そんな海の暮らしや事件を見守り続け

る守護神だ。灯台の数だけ海のドラマがある。いざ、岬の先端へ。灯台め

ぐりの旅に出かけよう。

友ヶ島灯台

紀伊日ノ御埼灯台

潮岬灯台

樫野埼灯台

梶取埼灯台

和歌山県

紀州は海の国。母なる黒潮は県民に多くの恵みを与え、時には激しく牙を

むいてきた。県内各地の灯台は、そんな海の暮らしや事件を見守り続け

る守護神だ。灯台の数だけ海のドラマがある。いざ、岬の先端へ。灯台め

ぐりの旅に出かけよう。

紀州は海の国。母なる黒潮は県民に多くの恵みを与え、時には激しく牙を

むいてきた。県内各地の灯台は、そんな海の暮らしや事件を見守り続け

る守護神だ。灯台の数だけ海のドラマがある。いざ、岬の先端へ。灯台め

ぐりの旅に出かけよう。
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献花に訪れたデンマークサポーター

クヌッセン機関長顕彰碑

トルコ軍艦遭難慰霊碑

遭
難
し
た
。

数
名
の
生
存
者
が
樫
野
埼
灯

台
下
に
流
れ
着
き
、灯
台
守
が
応

急
手
当
を
施
し
た
。さ
ら
に
、通
報

を
受
け
た
大
島
村
（
現
在
の
串
本

町
）樫
野
の
住
民
は
、総
出
で
遭
難

者
の
救
助
と
生
存
者
の
介
抱
に
当

た
っ
た
と
い
う
。

翌
24
年
、遭
難
者
の
墓
碑
と
追

悼
碑
が
建
立
さ
れ
た
。昭
和
４
年

（
１
９
２
９
）に
は
、ト
ル
コ
共
和

国
の
初
代
大
統
領
が
新
し
い
慰
霊

碑
の
建
立
を
決
定
し
た
。

ト
ル
コ
共
和
国
と
串
本
町

慰
霊
碑
の
建
設
は
ト
ル
コ
か

ら
和
歌
山
県
に
委
託
さ
れ
た
も
の

で
、当
時
県
庁
や
和
歌
山
市
役
所

の
建
設
に
次
ぐ
大
型
入
札
案
件

だ
っ
た
よ
う
だ
。落
札
し
た
の
は

県
内
の
業
者（
現
在
は
廃
業
）だ
っ

た
。県
庁
や
市
役
所
は
県
外
の
業

者
が
受
注
し
て
い
る
の
で
、戦
前

に
県
内
の
業
者
が
建
設
し
た
最
大

規
模
の
事
業
と
言
え
る
。

除
幕
式
は
昭
和
12
年（
１
９
３
７
）

に
行
わ
れ
た
。そ
の
後
、慰
霊
を
通

じ
て
串
本
町
と
ト
ル
コ
は
友
好
関

係
を
続
け
て
い
る
。現
在
、慰
霊
碑

周
辺
の
清
掃
や
花
植
え
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
串
本
町
ト
ル
コ
文

化
協
会
の
ア
イ
シ
ェ
ギ
ュ
ル
・
ア

ル
カ
ン
会
長
は
、学
生
の
頃
か
ら

日
本
文
化
に
つ
い
て
学
び
、日
本

人
と
結
婚
、串
本
町
に
移
住
し
た
。

ト
ル
コ
の
踊
り
や
料
理
な
ど
を
紹

介
す
る
活
動
に
も
取
り
組
み
、「
串

本
町
は
も
ち
ろ
ん
、日
本
の
各
地

と
ト
ル
コ
の
文
化
の
架
け
橋
に
な

り
た
い
」と
意
気
込
ん
で
い
る
。

ク
ヌ
ッ
セ
ン
と
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯

灯
台
の
働
き
に
よ
り
、海
上
交

通
の
安
全
性
は
大
幅
に
増
す
が
、

事
故
が
完
全
に
な
く
な
る
と
い

う
の
は
難
し
い
。ノ
ル
マ
ン
ト
ン

号
（
英
）の
遭
難
（
明
治
19
年
）や
、

太
地
町
の
捕
鯨
船
団
の
遭
難
（
明

治
11
年
）な
ど
、紀
州
近
海
で
も
事

故
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の

な
か
に
は
、日
本
人
の
遭
難
者
を

助
け
よ
う
と
し
た
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ク

ヌ
ッ
セ
ン
の
悲
話
も
あ
る
。

昭
和
32
年
（
１
９
５
７
）、デ
ン

マ
ー
ク
の
貨
物
船
エ
レ
ン
・
マ
ー

ス
ク
号
が
和
歌
山
県
日ひ

ノの

御み

埼さ
き

沖

の
紀
伊
水
道
を
航
行
中
、徳
島
県

の
木
材
運
搬
船
が
炎
上
し
て
い
る

の
を
見
つ
け
た
。エ
レ
ン
・
マ
ー
ス

ク
号
の
船
員
は
乗
組
員
の
救
助
作

業
に
臨
み
、機
関
長
と
し
て
乗
り

組
ん
で
い
た
ク
ヌ
ッ
セ
ン
は
果
敢

に
海
中
に
飛
び
込
ん
だ
が
、そ
の

ま
ま
波
間
に
沈
ん
だ
と
い
う
話
だ
。

紀
伊
日
ノ
御
埼
灯
台
付
近
の

日
の
岬
パ
ー
ク
内
に
は
ク
ヌ
ッ
セ

ン
機
関
長
顕
彰
碑
と
胸
像
が
建
て

ら
れ
て
い
る
。ま
た
、平
成
14
年

（
２
０
０
２
）、サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
の

際
に
は
、デ
ン
マ
ー
ク
代
表
が
県

内
を
キ
ャ
ン
プ
地
に
選
び
、日
高

町
・
美
浜
町
商
工
会
青
年
部
を
中

心
に
「
デ
ン
マ
ー
ク
チ
ー
ム
を
歓

迎
・
応
援
す
る
会
」が
組
織
さ
れ
た
。

当
時
の
メ
ン
バ
ー
の
大
串
泰

弘
さ
ん
は
「
縁
を
感
じ
た
。当
時
、

ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
の
遺
徳
を
伝

え
る
紙
芝
居
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

つ
く
っ
た
の
で
、多
く
の
人
に
彼

の
勇
気
あ
る
行
動
を
知
っ
て
も
ら

え
た
と
思
う
」と
振
り
返
っ
た
。

灯
台
が
見
守
る
絆

灯
台
が
見
守
る
海
上
で
は
、各

国
と
絆
が
生
ま
れ
る
機
会
が
あ

り
、ま
た
厳
し
い
環
境
で
生
ま
れ

た
友
情
は
、簡
単
に
は
失
わ
れ
な

い
。「
２
０
１
０
年
の
Ｗ
杯
で
は
日

本
と
対
戦
し
た
の
で
困
っ
た
が
、

２
０
１
８
年
は
す
っ
き
り
デ
ン

マ
ー
ク
チ
ー
ム
を
応
援
で
き
た
」。

応
援
す
る
会
メ
ン
バ
ー
の
言
葉
が
、

そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
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赤光を放つ灯器

わ
か
や
ま
の
灯
台

和
歌
山
市
加
太
沖
の
友
ヶ
島
に
あ

る
灯
台
で
慶
応
3
年
（
１
８
６
７
）、

開
港
に
関
連
し
て
イ
ギ
リ
ス
と
の

間
に
結
ば
れ
た
大
坂
条
約
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
た
5
基
の
洋
式
灯
台

の
一
つ
。歴
史
的
文
化
的
価
値
が
高

い
A
ラ
ン
ク
の
保
存
灯
台
（
海
上
保

安
庁
指
定
）で
あ
る
。

明
治
23
年
（
１
８
９
０
）由
良
要

塞
第
1
砲
台
建
設
の
た
め
、東
に
約

25
m
、原
型
の
ま
ま
移
設
さ
れ
た
。平

成
14
年
（
２
０
０
２
）に
灯
器
を
入

れ
替
え
、10
秒
間
隔
で
白
光
・
赤
光
を

放
っ
て
海
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
。

本
州
最
南
端
の
潮
岬
に
あ
る
灯
台
。

慶
応
2
年
（
１
８
６
６
）、欧
米
の

4
ヶ
国
と
結
ん
だ
「
改
税
条
約
」（
江

戸
条
約
）に
よ
っ
て
建
設
す
る
こ
と

を
約
束
し
た
8
基
の
灯
台
の
一
つ
。

A
ラ
ン
ク
の
保
存
灯
台
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、景
観
を
損
ね
な
い
改
修

や
保
存
処
置
を
施
さ
れ
て
い
る
。

明
治
3
年
（
１
８
７
０
）６
月
10

日
に
完
成
。八
角
形
の
木
造
で
、日

本
初
の
洋
式
木
造
灯
台
で
あ
っ
た
。

完
成
か
ら
初
点
灯
ま
で
3
年
の
期

間
が
あ
る
の
は
、当
初
使
用
予
定

だ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
製
の
灯
器
を
運

搬
し
て
い
た
船
が
東
シ
ナ
海
で
沈

没
し
た
た
め
。

明
治
11
年
に
現
在
の
石
造
灯
台
に

改
め
ら
れ
て
い
る
。

人
気
ス
ポ
ッ
ト
の
貴
重
な
灯
台

友と

も

ヶが

島し

ま

灯
台

● 

塔
　
高 

12
メ
ー
ト
ル

● 

初
点
灯 

明
治
5
年
6
月
25
日

本
州
最
南
端
を
守
り
続
け
る

潮し

お

の

み

さ

き岬
灯
台

● 

塔
　
高 

23
メ
ー
ト
ル

● 

初
点
灯 

明
治
6
年
9
月
15
日
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クジラの供養碑

内田灯台長の
句碑

屋根の上の風見クジラ

日
高
町
の
日
ノ
御
埼
に
建
つ
大
型

灯
台
。

戦
後
の
食
糧
難
の
時
代
、灯
台
長

だ
っ
た
内
田
稲
人
は
妻
や
娘
を
失

い
な
が
ら
、空
襲
で
壊
れ
た
灯
台
の

仮
灯
を
と
も
し
続
け
た
。付
近
の
日

の
岬
パ
ー
ク
に
は
、ホ
ト
ト
ギ
ス
派

の
俳
人
で
も
あ
っ
た
稲
人
と
、師
で

太
地
町
梶
取
崎
に
建
つ
灯
台
。

梶
取
崎
に
は
ク
ジ
ラ
の
動
き
を
見

張
る
た
め
太
地
浦
の
5
ヶ
所
に
設
置

さ
れ
た
山
見
番
所
の
一
つ
が
あ
っ

た
。す
ぐ
北
に
あ
る
燈
明
崎
に
は
寛

永
13
年
（
１
６
３
６
）に
設
置
さ
れ

た
燈
明
台
が
あ
っ
た
が
、明
治
5
年

（
１
８
７
２
）に
廃
止
、そ
れ
に
よ
っ

て
梶
取
崎
付
近
の
海
上
交
通
が
不
便

に
な
っ
た
た
め
、明
治
32
年
に
建
て

ら
れ
た
。灯
台
の
頭
頂
に
あ
る
風
見

鶏
は
捕
鯨
に
ち
な
み「
風
見
ク
ジ
ラ
」

と
な
っ
て
お
り
、東
に
は
古
式
捕
鯨

の
狼
煙
場
跡
が
残
っ
て
い
る
。

あ
る
高た

か
は
ま浜

虚き
ょ

子し

の
句
碑
が
建
て
ら

れ
て
い
る
。同
パ
ー
ク
に
は
、岬
の

沖
合
で
海
に
転
落
し
た
日
本
人
を

助
け
よ
う
と
し
、帰
ら
ぬ
人
と
な
っ

た
ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
の
顕
彰
碑

や
胸
像
も
見
ら
れ
る
。

ン
が
日
本
で
最
初
に
設
計
し
た
日

本
初
の
石
造
灯
台
で
あ
る
（
友
ヶ

島
灯
台
・
潮
岬
灯
台
も
ブ
ラ
ン
ト

ン
の
設
計
）。灯
台
の
周
囲
に
は
、建

設
の
た
め
招
集
さ
れ
た
灯
台
技
師

の
イ
ギ
リ
ス
人
が
植
え
た
と
さ
れ

る
水
仙
が
咲
い
て
い
る
。平
成
15
年

（
２
０
０
３
）に
国
の
登
録
有
形
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
樫
野
崎
灯
台

旧
官
舎
」は
職
員
の
休
息
・
宿
泊
の

た
め
の
場
所
で
、こ
れ
も
ブ
ラ
ン
ト

ン
が
手
掛
け
た
。

「
灯
台
の
父
」日
本
初
の
設
計

樫か

し

野の

埼ざ

き

灯
台

● 

塔
　
高 

15
メ
ー
ト
ル

● 

初
点
灯 

明
治
3
年
6
月
10
日

ホ
ト
ト
ギ
ス
派
の
灯
台
長

紀き

い伊
日ひ

のノ
御み

埼さ

き

灯
台

● 

塔
　
高 

17
メ
ー
ト
ル

● 

初
点
灯 

明
治
28
年
1
月
25
日

（
２
０
１
７
年
に
移
転
）

歴
史
語
る「
風
見
ク
ジ
ラ
」

梶か

ん

取と

り

埼さ

き

灯
台

● 

塔
　
高 

16
メ
ー
ト
ル

● 

初
点
灯 
明
治
32
年
11
月

串
本
町
沖
の
紀
伊
大
島
東
端
に

建
つ
灯
台
。江
戸
条
約
に
よ
っ
て
建

設
さ
れ
た
灯
台
の
ひ
と
つ
で
、「
日

本
の
灯
台
の
父
」と
呼
ば
れ
る
リ

チ
ャ
ー
ド
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ブ
ラ
ン
ト
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バス停
「樫野口」

バス停
「樫　野」

WC

バス停
「樫野灯台口」

P

P

P

P

WC

WC

バス停
「樫野港口」

樫野埼灯台

アタテュルク像
旧官舎

トルコ軍艦
遭難慰霊碑

トルコ記念館

樫野埼駐車場

樫野釣公園センター

雷公神社 日米修交記念館

タカノス園地
〈海金剛〉

スタート

ゴール

①
②

③ ④

⑤

⑥
⑦

⑧

開館時間9:00～17:00（年中無休）／入館料500円
エルトゥールル号の模型や遺品など約130点を展示。2階から
はエルトゥールル号が座礁した地点を見ることができる。

④トルコ記念館〔串本町樫野1025-25〕

事故犠牲者が埋葬された丘にある慰霊碑。
串本町とトルコ大使館の共催で5年ごとに
追悼式典が行われている。

⑤トルコ軍艦遭難慰霊碑

開館時間9:00～17:00
（土･日･祝日、11/1の灯台記念日）／入館料:100円
樫野埼灯台の旧官舎で国の登録有形文化財。
内部は一般公開されている。

⑦樫野埼灯台旧官舎〔串本町樫野埼1006番地1〕

③バス停 樫野灯台口

日本最古の石造りの灯台で内部は非公開。
冬は、周辺に咲き誇る水仙の甘い香りに包まれる

⑧樫野埼灯台

開館時間9:00～17:00（年中無休）／入館料250円
ペリー来航の62年前、寛政３年（1791）にアメリカ商
船が大島に上陸し、日本初の日米接触が持たれたこと
を記念して建てられた。

①日米修交記念館〔串本町樫野1033〕
朝鮮半島の名勝金剛山からその名をとった景勝地。
奇岩に荒波が押し寄せる光景は迫力満点。

②海金剛〔串本町樫野1025-25〕

トルコ共和国の初代大統領ムス
タファ･ケマル･アタテュルクの
銅像。日本の明治維新を手本に
トルコ革命を指導し〝建国の父″
と呼ばれた。

⑥アタテュルク騎馬像

ＪＲ紀勢本線串本駅からバス35分
　（「樫野」下車） ※本数少ないので注意
　串本駅レンタサイクル約60分
　（串本町観光協会・電動アシスト付き）
紀勢自動車道すさみ南インターから
車で約45分

ア ク セ ス

　本
州
最
南
端
・
串
本
潮
岬
と
向
か
い
合
う
よ
う
に
浮
か
ぶ
県
下

最
大
の
島
「
紀
伊
大
島
」。
黒
潮
が
打
ち
寄
せ
る
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
た
こ
の
島
の
東
側
に
位
置
す
る
「
樫
野
地
区
」
は
古
く
か

ら
海
上
交
通
の
要
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　今
回
は
、
日
本
と
ト
ル
コ
が
友
好
関
係
を
結
ぶ
き
っ
か
け
と

な
っ
た
「
樫
野
埼
」
を
歩
く
。

海の歴史と
異国情緒 樫野埼で潮風散歩

　
ス
タ
ー
ト
地
点
の
バ
ス
停「
樫
野
」か

ら
約
７
０
０
ｍ
で「
日
米
修
好
記
念
館
」

が
あ
る
。日
米
修
好
と
言
え
ば
ペ
リ
ー
の

黒
船
来
航
を
思
い
浮
か
べ
る
が
、そ
れ
よ
り

62
年
も
前
に
ア
メ
リ
カ
商
船
が
こ
の
地

を
訪
れ
て
い
た
そ
う
だ
。記
念
館
か
ら
案

内
板
に
し
た
が
っ
て
遊
歩
道
へ
。ツ
バ
キ

や
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
枝
が
生
い
茂
る
緑
の

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
先
の
眼
下
に
広
が

る
の
は「
海
金
剛
」だ
。鋭
く
切
り
立
っ
た

岩
々
が
海
面
か
ら
突
き
出
す
光
景
は
圧

巻
で
、遠
く
に
は
こ
れ
か
ら
向
か
う
樫
野

埼
の
灯
台
ま
で
見
え
る
。

　
こ
こ
か
ら
は
、約
２
㎞
離
れ
た
樫
野
埼

へ
向
か
う
。バ
ス
停「
樫
野
灯
台
口
」か
ら

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
通
り
を
東
へ
す
す
む

と
、外
壁
が
青
を
基
調
と
し
た
色
鮮
や
か

な
ト
ル
コ
タ
イ
ル
の「
ト
ル
コ
記
念
館
」

に
着
く
。館
内
で
は
、現
在
の
日
本
と
ト

ル
コ
の
友
好
関
係
の
原
点
で
あ
る
エ
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
件
や
、両
国
の
友

好
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
こ
か
ら
約
２
０
０
ｍ
先
の「
ト
ル
コ

軍
艦
遭
難
慰
霊
碑
」へ
向
か
う
。途
中
の

ト
ル
コ
雑
貨
店
に
あ
る
色
鮮
や
か
な

品
々
は
見
る
だ
け
で
も
楽
し
い
。

　
慰
霊
碑
は
遭
難
事
故
現
場
を
真
下
に

見
下
ろ
す
丘
に
あ
り
、周
辺
は
清
掃
さ
れ

て
花
が
手
向
け
ら
れ
て
い
た
。慰
霊
碑
を

あ
と
に
し
て
別
の
ト
ル
コ
雑
貨
店
の
前

を
通
り
、橋
を
渡
っ
た
広
場
の
中
央
に
は

「
ア
タ
テ
ュ
ル
ク
騎
馬
像
」が
あ
る
。そ
の

先
に
白
亜
の
灯
台
が
見
え
た
。

　「樫
野
埼
灯
台
」と「
樫
野
埼
灯
台
旧
官

舎
」は
明
治
３
年（
１
８
７
０
）に
建
て
ら

れ
た
。灯
台
の
展
望
ス
ペ
ー
ス
か
ら
は
太

平
洋
の
パ
ノ
ラ
マ
眺
望
が
広
が
り
、遥
か

に
水
平
線
が
か
す
む
。眼
下
に
打
ち
寄
せ

る
波
し
ぶ
き
を
聞
き
な
が
ら
、樫
野
の
海

で
起
こ
っ
た
で
き
ご
と
に
思
い
を
馳
せ

て
帰
路
に
つ
い
た
。

　
ト
ー
タ
ル
3.5
㎞
の
道
中
は
人
も
ま
ば

ら
で
、海
が
近
い
と
こ
ろ
で
は
波

音
と
潮
風
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。橋
杭
岩
や
本
州
最
南
端
の

潮
岬
か
ら
十
数
㎞
足
を
の
ば
し

て
、樫
野
の
地
を
一
度
訪
れ
て
み

て
ほ
し
い
。

う
み
こ
ん
ご
う
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事故犠牲者が埋葬された丘にある慰霊碑。
串本町とトルコ大使館の共催で5年ごとに
追悼式典が行われている。

⑤トルコ軍艦遭難慰霊碑

開館時間9:00～17:00
（土･日･祝日、11/1の灯台記念日）／入館料:100円
樫野埼灯台の旧官舎で国の登録有形文化財。
内部は一般公開されている。

⑦樫野埼灯台旧官舎〔串本町樫野埼1006番地1〕

③バス停 樫野灯台口

日本最古の石造りの灯台で内部は非公開。
冬は、周辺に咲き誇る水仙の甘い香りに包まれる

⑧樫野埼灯台

開館時間9:00～17:00（年中無休）／入館料250円
ペリー来航の62年前、寛政３年（1791）にアメリカ商
船が大島に上陸し、日本初の日米接触が持たれたこと
を記念して建てられた。

①日米修交記念館〔串本町樫野1033〕
朝鮮半島の名勝金剛山からその名をとった景勝地。
奇岩に荒波が押し寄せる光景は迫力満点。

②海金剛〔串本町樫野1025-25〕

トルコ共和国の初代大統領ムス
タファ･ケマル･アタテュルクの
銅像。日本の明治維新を手本に
トルコ革命を指導し〝建国の父″
と呼ばれた。

⑥アタテュルク騎馬像

ＪＲ紀勢本線串本駅からバス35分
　（「樫野」下車） ※本数少ないので注意
　串本駅レンタサイクル約60分
　（串本町観光協会・電動アシスト付き）
紀勢自動車道すさみ南インターから
車で約45分
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に
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を
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で
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で
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に
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を
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に
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と
こ
ろ
で
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潮
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潮
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う
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こ
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海南市黒江地区を中心に生産
される「紀州漆器」。伝統工
芸品のイメージが強い漆器づく
りだが、近年その伝統を乗り越
える動きが加速している。

〜
響
き
あ
う
伝
統
と
革
新
〜

×
デ
ジ
タ
ル

ク
ラ
フ
ト

﹁
K
I
S
H
U+

﹂

漆
器
づ
く
り
の
新
潮
流

紀
州
漆
器
は
、
会
津
漆
器
、
山

中
漆
器
、
越
前
漆
器
と
並
び
、
全

国
四
大
産
地
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

る
。
戦
後
、
国
内
需
要
で
成
長
し

て
き
た
紀
州
漆
器
で
あ
っ
た
が
、

最
盛
期
は
約
6
0
0
あ
っ
た
組

合
数
も
現
在
は
約
1
3
0
に
ま

で
減
少
。
売
上
の
減
少
だ
け
で
な

く
、
後
継
者
不
足
と
い
う
問
題
も

重
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
国

内
だ
け
で
な
く
海
外
へ
と
目
を
向

け
、
漆
器
づ
く
り
の
新
し
い
可

能
性
を
探
る
動
き
が
2
0
1
6

（
平
成
28
）
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
。
紀
州
漆
器
に
携
わ
る
企
業
が

共
同
で
立
ち
上
げ
た
ブ
ラ
ン
ド

「
Kき
し
ゅ
う
ぷ
ら
す

I
S
H
U
＋
」
だ
。
同
ブ
ラ

ン
ド
は
、
株
式
会
社
島
安
汎
工
芸

製
作
所
、
中
西
工
芸
株
式
会
社
、

株
式
会
社
若
兆
、
有
限
会
社
橋
本

漆
芸
の
4
社
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ

ら
れ
た
。
2
0
1
7
年
に
は
山

家
漆
器
店
が
加
わ
り
、
現
在
は
5

社
が
参
加
し
て
い
る
。

「
今
あ
る
漆
器
で
は
な
く
、
新

し
い
も
の
を
世
界
に
広
め
て
い
こ

う
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
東
京
の

蒔絵の新しい捉え方に挑戦した
ルームライト「SHIZUKU」

ものづくり

紀州漆器
at 和歌山

山家 優一さん
山家漆器店

島 圭佑さん
株式会社島安汎工芸製作所

大橋 善弘さん
有限会社橋本漆芸

中西 拓士さん
中西工芸株式会社

8HOUBO WAKAYAMA vol.21



デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
「
Tた

く

と

A
K
T  

Pぷ

ろ

じ

ぇ

く

と

R
O
J
E
C
T
」
の
協
力
を

得
て
、
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
か
ら
出

発
し
た
。「
自
分
た
ち
の
限
界
を
越

え
る
た
め
に
、
ま
ず
は
漆
器
業
界

の
常
識
を
横
に
置
い
て
お
く
こ
と
」

（
山
家
さ
ん
）
を
重
視
し
、
デ
ザ
イ

ン
チ
ー
ム
の
ア
イ
デ
ア
を
忠
実
に

実
践
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。

今
に
生
き
る
紀
州
漆
器
の
哲
学

漆
器
づ
く
り
で
は
協
業
体
制
が

一
般
的
で
あ
り
、
木
工
は
木
工
専

門
の
、
蒔
絵
は
蒔
絵
専
門
の
技
能

を
持
っ
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
協

働
し
て
、
一
つ
の
製
品
を
作
り
上

げ
て
い
く
。

そ
の
中
で
、
紀
州
漆
器
の
特
徴

は
、「
伝
統
に
と
ら
わ
れ
な
い
」

姿
勢
に
あ
る
。
機
能
性
や
手
軽
さ

を
重
視
し
、
戦
後
い
ち
早
く
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
材
料
や
合
成
塗
料
に
着

目
。
木
に
漆
を
塗
る
＝
漆
器
と
さ

れ
て
い
た
常
識
を
覆
し
た
。「
漆

器
は
芸
術
作
品
で
は
な
く
生
活
に

生
か
さ
れ
る
製
品
」
と
い
う
姿
勢

は
現
在
の
漆
器
づ
く
り
に
も
生
き

て
い
る
。

変
わ
り
続
け
る
技
術

変
わ
ら
な
い
姿
勢

「
K
I
S
H
U+

」
の
ブ
ラ
ン

ド
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
先
端
工
芸
」。

伝
統
的
な
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
シ
ッ
プ

を
重
視
し
な
が
ら
も
、
そ
こ
に
機

械
加
工
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
取
り

入
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
漆

器
づ
く
り
を
一
か
ら
見
直
し
た
。

「
戦
後
の
取
り
組
み
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
こ
の
産
地
に
は
時
代

に
合
わ
せ
て
自
身
を
変
革
す
る
土

壌
が
あ
り
ま
す
」
と
中
西
さ
ん
は

教
え
て
く
れ
た
。

日
本
で
は
主
に
食
器
と
し
て
使

わ
れ
る
漆
器
だ
が
、
海
外
で
は
そ

の
文
化
は
な
い
。
そ
こ
で
、
同
ブ

ラ
ン
ド
は
漆
器
づ
く
り
の
技
術
を

生
か
し
て
イ
ン
テ
リ
ア
雑
貨
の
製

作
を
計
画
。
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ

た
プ
ロ
ダ
ク
ト
開
発
の
た
め
、
ま

ず
は
コ
ス
ト
や
量
産
体
制
を
度
外

視
し
た
10
種
類
の
ア
イ
テ
ム
を

作
り
出
し
た
。
ル
ー
ム
ラ
イ
ト

「
S
H
I
Z
U
K
U
」
で
は
、
蒔

絵
の
技
法
を
従
来
の
よ
う
な
装
飾

と
し
て
で
は
な
く
光
を
反
射
さ
せ

る
機
能
と
し
て
捉
え
た
。
一
つ
一

つ
手
で
描
か
れ
た
蒔
絵
に
反
射
さ

れ
る
光
か
ら
は
多
彩
な
表
情
が
読

み
取
れ
る
。「
単
に
伝
統
的
な
技

法
と
素
材
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な

く
、
本
物
と
は
何
か
と
問
い
続
け

て
、
一
つ
一
つ
の
工
程
の
意
味
を

問
い
直
す
こ
と
。
そ
れ
が
こ
の
産

地
が
大
事
に
し
て
き
た
姿
勢
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
大
橋
さ
ん
。

永
く
愛
さ
れ
る

強
い
産
地
に
な
る
た
め
に

「
K
I
S
H
U+

」
の
歩
み
は

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
国
内
の

展
示
会
に
加
え
、
2
0
1
8
年

に
は
国
際
的
な
イ
ン
テ
リ
ア
見
本

市
「
メ
ゾ
ン
・
エ
・
オ
ブ
ジ
ェ
」

に
出
展
。
今
後
、
一
般
販
売
に
向

け
た
生
産
体
制
を
整
え
て
い
く
予

定
だ
と
い
う
。「
K
I
S
H
U+

」

の
目
指
す
も
の
、
そ
れ
は
紀
州
漆

器
を
世
の
中
に
必
要
と
さ
れ
続
け

る
強
い
産
業
に
す
る
こ
と
。「
自

分
た
ち
の
活
動
が
、
日
本
の
漆
器

を
見
直
す
一
つ
の
ア
イ
デ
ア
に

な
っ
て
欲
し
い
。
そ
れ
以
上
に
、

和
歌
山
か
ら
世
界
を
驚
か
せ
る
よ

う
な
も
の
づ
く
り
が
し
た
い
」
と

島
さ
ん
は
語
っ
た
。

左　　デジタル技術で自然の水面を抽出し、3D プリンター表現する「MINAMO」。
ロウソクは灯台を見立てている

右上　デジタル技術を取り入れることで、伝統の手仕事に新しい意味を与える
右下　一定の角度から眺めることで立体的なパターンが浮かび上がるストレージ

ボックス「SAKKAKU」

【KISHU+】
WEB:www.kishu-plus.jp
MAIL:info@kishu-plus.jp
TEL:073-482-7630

（橋本漆芸：大橋）

どの製品にも職人の技術が注ぎ込まれていることは
変わらない

9 ものづくりat和歌山　｜　紀州漆器



思
っ
た
こ
と
は

ま
ず
や
っ
て
み
る
！

マ
エ
オ
カ
氏
は
和
歌
山
生
ま

れ
の
和
歌
山
育
ち
。
高
校
時
代

か
ら
の
夢
で
あ
る
漫
画
家
に
な

る
た
め
一
念
発
起
し
、
大
阪
に

あ
っ
た
漫
画
の
専
門
学
校
へ
進

学
す
る
。

卒
業
後
、
入
社
し
た
出
版
社

で
編
集
の
仕
事
に
就
く
が
、
捨

て
き
れ
な
か
っ
た
漫
画
家
の
夢

を
目
指
す
。
見
事
、
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
し
、
出
版
社
編
集
と
二

足
の
わ
ら
じ
で
活
躍
。
14
年
前

に
和
歌
山
へ
拠
点
を
移
し
た

今
も
様
々
な
分
野
で
活
躍
し

て
い
る
。
思
い
つ
い
た
こ
と
を

や
っ
て
み
る
の
精
神
で
突
き

進
ん
で
き
た
が
、
周
り
の
人
に

も
恵
ま
れ
、
大
変
感
謝
し
て
い

る
と
語
る
。

多
趣
味
で
突
き
詰
め
る
性
格

マ
エ
オ
カ
氏
は
南
米
産
の

ナ
マ
ズ
を
繁
殖
さ
せ
る
と
い

う
変
わ
っ
た
趣
味
を
持
っ
て

お
り
、
繁
殖
の
記
録
を
何
気

な
く
専
門
誌
に
投
稿
し
続
け

て
い
た
。
少
し
経
っ
て
、
友
人

で
落
語
家
の
桂
枝
曾
丸
さ
ん

と
日
本
人
移
民
に
落
語
を
聞

い
て
も
ら
う
活
動
に
取
り
組

む
中
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
訪
問

す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

イ
グ
ア
ス
の
滝
に
近
い
日

本
人
開
拓
村
を
訪
問
し
た
時

〝
バ
ー
ク
レ
ー
マ
エ
オ
カ
！
〟

と
凄
い
歓
迎
を
さ
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
裏
方
の
自
分
が
な
ぜ

こ
ん
な
歓
待
を
受
け
る
の
か
不

思
議
に
思
い
聞
い
て
み
る
と
、

投
稿
し
て
い
た
ナ
マ
ズ
の
繁
殖

デ
ー
タ
が
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
有

効
利
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
筋

で
は
超
有
名
と
な
って
い
た
。バー

ク
レ
ー
（
ナ
マ
ズ
）
マエ
オ
カ
と
い

う
異
名
が
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
で

広
ま
って
い
た

と
い
う
面
白

エ
ピソ
ー
ド
だ
。

だ
い
た
い
の
町
に
は

妖
怪
が
お
ん
ね
ん

子
供
の
頃
か
ら
妖
怪
が
好
き

で
、
自
分
だ
っ
た
ら
こ
う
描
く

な
と
思
っ
て
趣
味
で
書
き
溜
め

て
い
た
イ
ラ
ス
ト
が
、
ニ
ュ
ー

ス
和
歌
山
で
連
載
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
妖
怪
の
背
景
に
は
、

そ
の
土
地
土
地
の
歴
史
や
文
化

が
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
そ

の
こ
と
を
大
人
に
紹
介
で
き
た

ら
と
考
え
て
い
た
。
予
想
に
反

し
て
子
供
に
大
人
気
に
な
っ
て

び
っ
く
り
し
た
と
い
う
。

連
載
か
ら
２
年
後
に
〝
マ
エ

オ
カ
テ
ツ
ヤ
の
和
歌
山
妖
怪

大
図
鑑
〟（
ニ
ュ
ー
ス
和
歌
山
）

を
出
版
す
る
こ
と
に
な
り
、
書

店
で
サ
イ
ン
会
を
開
催
す
る
と

本号より和歌山県の良いところ、すてきなところを発信する
「魅力発信人」の紹介をしていきます。
第 1 回目は漫画家、イラストレーター、
脚本家など多岐にわたって活躍する
マエオカ テツヤ氏にお話を伺った。

マエオカテツヤの和歌山妖怪大図鑑
ニュース和歌山発行
A5 変形判・オールカラー 160 頁
価格 999 円（税込）

魅力
発信人

妖怪でまち こお し

10HOUBO WAKAYAMA vol.21わかやま魅力発信人　｜　マエオカテツヤさん 
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和歌山市梶取１７－２

株式会社 ウイング
「ほうぼわかやまクイズ
                 ＆プレゼント」係

お名前

〒
ご住所

クイズの答え

電話番号

本誌の入手場所

ふりがな

年齢 　　　 歳 性別　男 　 女　ご職業

１ ・ ２ ・ ３

※応募くださいました個人情報は、プレゼントの発送及び弊社からのお知らせ以外には使用しません。

※あてはまるものを
1つお選びください。

差出有効期限
2 0 2 0年 6月
30日まで

和歌山中央局
承　　認

料金受取人払郵便

4269

郵 便 は が き

親
子
の
行
列
が
で
き
た
。「
妖

怪
が
こ
ん
な
に
人
気
が
あ
る
の

な
ら
、
妖
怪
で
地
域
お
こ
し
が

で
き
た
ら
え
え
な
と
」
ア
イ
デ

ア
を
語
る
先
に
は
、
和
歌
山
へ

の
想
い
を
熱
く
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
。 

和
歌
山
弁
っ
て

お
も
ろ
い
や
ろ
。

マ
エ
オ
カ
さ
ん
の
代
表
作
の

ひ
と
つ
が
「
持
ち
歩
き
ペ
ラ
ペ

ラ
和
歌
山
弁
」（
エ
ン
タ
イ
ト

ル
出
版
）
で
あ
る
。
い
ま
や
盟

友
で
あ
る
桂
枝
曾
丸
さ
ん
が
演

じ
る
〝
わ
か
や
ま
弁
落
語
〟
の

台
本
を
書
い
て
い
る
内
に
、
ま

と
め
た
ら
お
も
し
ろ
い
と
思

い
、
前
述
の
本
を
出
版
す
る
と

大
ヒ
ッ
ト
。「
基
本
的
に
港
言

葉
で
あ
る
和
歌
山
弁
は
、
昔
の

航
路
で
繋
が
っ
て
い
る
土
地
と

方
言
が
似
て
い
る
。
播
州
（
姫

路
）
の
方
や
、
泉
南
の
方
々
か

ら
、
よ
く
似
ち
ゃ
ぁ
る
と
感
想

を
い
た
だ
い
た
り
し
た
。
お
い

な
ぁ
と
か
、
や
わ
ら
か
い
表
現

で
、
本
当
に
良
い
言
葉
だ
と
思

う
」。

今
後
も
や
り
た
い
こ
と
は

い
っ
ぱ
い
あ
る

「
突
き
詰
め
る
と
ど
こ
か
に

必
ず
繋
が
る
…
好
き
で
し
て
い

る
こ
と
が
和
歌
山
の
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
え
え
ん

ち
ゃ
う
か
な
と
思
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起
こ

せ
れ
ば
お
も
し
ゃ
い
で
！
今
後

も
や
り
た
い
こ
と
は
い
っ
ぱ
い

あ
る
で
！
」。
面
白
お
か
し
く

ア
イ
デ
ア
を
語
る
。
マ
エ
オ
カ

氏
の
し
か
け
る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト

が
楽
し
み
だ
。

マエオカテツヤ
1967 年和歌山市生まれ、漫画家、イラストレーター、エッセイスト、タレ
ントなど、幅広く活躍中。代表作に「おじゃま天狗」（スポニチ）「持ち歩き
ペラペラ和歌山弁」（エンタイトル出版）等。

わかやま魅力発信人　｜　マエオカテツヤさん 



応募方法

①地球岬灯台  ②潮岬灯台  ③足摺岬灯台

このハガキの各項目をご記入後、切り取って投函（切手は不要です）
もしくはメールにてご応募ください。　houbo@w-i-n-g.jp

Vol.20の答えは③六義園でした。

ご協力ありがとうございました。

問題 本州最南端の岬に立つ
灯台の名前は？

2018年10月末日〆切

本誌へのご意見・ご感想

ヒント
本号のどこかに
答えが載っています

ヒント

クイズとアンケートで

当たる！！
クイズとアンケートアンケートアンケートでで

当たる！！！
クイズとアンケートで

当たる！！
『マエオカテツヤの和歌山妖怪大図鑑』
サイン本を5名様にプレゼント！！

今
号
で
取
り
あ
げ
て
頂
き
ま
し
た
樫
野
埼

灯
台
付
近
で
は
、
今
か
ら
1
2
8
年
前
に

明
治
天
皇
へ
の
拝
謁
を
終
え
た
ト
ル
コ
軍
艦

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
が
座
礁
し
ま
し
た
。
そ

の
際
、
島
民
が
献
身
的
な
救
助
及
び
介
護
を

行
っ
た
こ
と
が
、
日
本
と
ト
ル
コ
友
好
の
原
点
と
な
り
ま
し
た
。

串
本
の
海
は
黒
潮
の
影
響
で
、
西
側
が
熱
帯
の
海
、
東
側
が
温
帯
の
海
と

一
つ
の
町
で
あ
り
な
が
ら
、
二
つ
の
特
性
を
持
つ
希
有
な
町
で
す
。
ま
た
、

サ
ン
ゴ
群
落
の
最
北
限
と
し
て
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
海
域
が

あ
り
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
が
盛
ん
で
す
。
他
に
も
清
流
古
座
川
で
の
カ
ヌ
ー
川
下

り
、
名
勝
橋
杭
岩
近
く
の
橋
杭
海
水
浴
場
で
は
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
や
S
U
P
、

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
が
体
験
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
世
界
で
初
め
て
完
全
養
殖
に
成
功
し
た
本
マ
グ
ロ
や
イ
セ
エ
ビ
な

ど
の
海
産
物
に
加
え
、
ポ
ン
カ
ン
や
な
ん
た
ん
蜜
姫
な
ど
色
々
な
「
食
」
も

楽
し
め
ま
す
。

平
成
28
年
10
月
24
日
に
は
、
串
本
町
内
の

「
大
辺
路
」
4
道
【
新
田
平
見
道
、
富
山
平

見
道
、飛
渡
谷
道
、清
水
峠
】が
世
界
遺
産【
紀

伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
】
に
追
加
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

紀
勢
道
の
当
町
へ
の
延
伸
も
事
業
化
さ
れ
、

ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。
文
化
、

歴
史
、体
験
型
観
光
、グ
ル
メ
な
ど
魅
力
い
っ

ぱ
い
の
串
本
町
に
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

編 集 後 記

I
♥
W
A
K
A
Y
A
M
A  
私
の
和
歌
山

串
本
町
長
 
田
嶋
 
勝
正

日
・
ト
友
好
の
歴
史
、体
験
型
観
光
、グ
ル
メ
な
ど

日
・
ト
友
好
の
歴
史
、体
験
型
観
光
、グ
ル
メ
な
ど

日
・
ト
友
好
の
歴
史
、体
験
型
観
光
、グ
ル
メ
な
ど

魅
力
た
く
さ
ん
　
串
本
町

田嶋町長熊野古道

　11年目に入り、装いを新たにした「ほうぼ」第 21号をお届けいたし
ます。どこが新しいのか…、お気づきいただけましたでしょうか ? 今ま
で通り、「和歌山の歴史・文化を掘り起こし、郷土愛を育む」というコン
セプトは変わりませんが、それらを「人物を通して」、そして、「歴史と
文化を今とのつながりの中で」表現していこうということでスタートし
たのが、それぞれ「わかやま魅力発信人」と「ものづくり at 和歌山 」と
いう新しい企画ページです。いかがでしたでしょうか ? お楽しみいただ
けましたら幸いです。
　巻頭特集の「灯台が見守る紀州の海」では、和歌山の灯台を紹介して
います。当時、日本最古の洋式灯台の樫野埼灯台（紀伊大島）建設に携わっ
た英国人技師 R.H. ブラントンは、灯台の周囲に daff odil（ダフォディル
=水仙）を植えたそうです。水仙は英国の春を代表する花。きっと彼は
極東から祖国を懐かしんだのでしょうね。それが 150年以上を経て、水
仙は今、10万本以上にも増えたそうです。春先に咲き乱れる水仙をめで
つつ、当時に思いをはせる…、樫野埼灯台の楽しみ方も少し変わりそう
ですね。ちなみに、そのブライトンの胸像が神奈川県の横浜公園にある
そうです。会いに行ってみたくなりませんか ? つながりを掘り下げてい
くと、面白いほど深みにはまる。和歌山の歴史と文化は、最高ですね。

第 21号編集長　岡 京子

印刷物を中心に広報活動をお手伝いする会社です。
「ほうぼわかやま」の発行や本づくりを通じ、文字
による地域文化の振興を目指しています。就職応援
BOOK COURSE（コース）の企画・制作も行って
います。［沿革］創業 1972年。設立 1981年。

ウイング 和歌山詳しくはウェブで検索→ http://w-i-n-g.jp
ほうぼわかやまのバックナンバーは弊社ホームページからもダウンロードできます。

お問い合わせ先 0120-136-700 

協力機関

「ほうぼわかやま」発行について
和歌山の歴史・文化を掘り起こし郷土愛を育む一助になればと、弊社が自費で
2008 年から年 2 回発行している情報誌です。また、この活動を通して、郷土と
社内の活性化の両立を図ることを目的としています。

本誌を作成するにあたり、次の機関・団体にご協力をいただきました。
厚く御礼申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）

串本町トルコ文化協会、デンマークチームを歓迎・応援する会
和歌山海上保安部、田辺海上保安部、串本町

㈱島安汎工芸製作所、中西工芸株式会社、㈲橋本漆芸、山家漆器店

第
21号

2
01
8
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